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▶年齢は令和９年４月１日時点となります。
▶子宮頸がん検診は、集団検診と個別検診の両方を受診することはできません。
▶生活保護世帯に属する方、クーポン対象者は検診料金が無料です。
▶検診の際の持ち物や、個別検診の各病院の詳細は郵送で届くお知らせをご確認ください。
▶新たに検診を希望する方は、市民課までご連絡ください。

　対象となる方には、予診票をお送りしています。詳しくは予診票に同封されている「予防接種のお知らせ」をご覧ください。
※これから６５歳の誕生日を迎える方には、該当となる月にお送りします。

■インフルエンザ　　　➡　 令和９年１月３１日（日）まで
■新型コロナウイルス　➡　 令和９年３月３１日（水）まで

●接種日において６５歳以上の方。
●接種日において６０歳～６４歳の方で次のいずれかに該当する方。
①心臓、腎臓、呼吸器の機能に障害があり、身の回りの生活を極度に制限される方
②ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に障害があり、日常生活がほとんど不可能な方

　医療機関ごとに設定する接種費用から、インフルエンザは２，０００円を引いた額、新型コロナ
ウイルスは３，０００円を引いた額が自己負担額となります。なお、接種費用については各医療機
関にお問い合わせください。
※実施期間外の接種、または対象者以外の方は任意接種となり、全額自己負担となります。

接種できる期限

対象となる方

接種にかかる費用

事前に申し込みが
必要です

乳がん検診・子宮頸
け い

がん検診

高齢者のインフルエンザ、新型コロナウイルスの定期予防
接種が始まっています！

市では、下記の日程で乳がん検診と子宮頸がん検診を完全予約制で実施します。
集団検診会場では、安心して検診が受けられるよう検診中、子どもの一時預かり（託児）を行います。
詳しくは、検診の案内をご覧になるか市民課健康管理係までお問い合わせください。

問合せ　市民課 健康管理係　☎７３－６６１４

問合せ　市民課 健康管理係　☎７３－６６１４

受けよう

乳がん集団検診 子宮頸がん
集団検診

子宮頸がん
個別検診

対象者
勝 浦 市に住
民登録されて
いる方のうち

・３０～３９歳の女性

・４３歳、４５歳、４７歳、 
４９歳の女性

・４１歳（がん検診無料
クー ポン対象）の女性 

・４０歳、４２歳、４４歳、 
４６歳、４８歳の女性

・５０歳以上の女性

20 歳以上の女性

検査方法 超音波（エコー）検査 マンモグラフィ検査 視診、子宮頸部細胞診

場所 芸術文化交流センター（キュステ） ・塩田病院
・もりかわ医院

受診日
1 ０月２９日（木）
１０月３０日（金） 
１０月３１日（土）

受診可能期間
１０月１日（木）～ 

令和９年２月２８日（日）

検診料金 ５００円 １，０００円

（　　　）
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国
民
年
金
保
険
料
の
育
児
免

除
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た

　
10
月
よ
り
国
民
年
金
１
号
被
保
険

者
に
つ
い
て
、
育
児
期
間
中
の
国
民

年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
方

　
令
和
８
年
10
月
１
日
以
降
、
１
歳

に
な
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の

実
父
母
ま
た
は
養
父
母
で
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る

方
。（
所
得
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
）

 

・
子
と
身
分
（
親
子
）
関
係
が
継
続

　
し
て
い
る
こ
と
。

 

・
子
と
同
一
住
所
で
あ
る
こ
と
。

※
国
民
年
金
の
任
意
加
入
期
間
は
対

　
象
外
で
す
。

免
除
さ
れ
る
期
間

▽
実
母
の
場
合

　
産
前
産
後
免
除
期
間
に
引
き
続
く

　
９
カ
月
間

▽
実
夫
ま
た
は
養
父
母
の
場
合

　
子
を
養
育
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日

　
の
属
す
る
月
か
ら
、
１
歳
に
な
る

　
誕
生
日
の
前
月
ま
で

※
令
和
８
年
10
月
以
降
の
期
間
に
限

り
ま
す
。

※
育
児
免
除
期
間
中
も
付
加
保
険
料

　
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
期
間

　
育
児
免
除
の
要
件
を
満
た
し
た
日

　
以
降 　

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

詳
細
は
こ
ち
ら

日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
合
せ

　
市
民
課 

国
保
年
金
係

　
☎
73
ー
６
６
１
１

申
請
先

　
市
民
課 

国
保
年
金
係

※
住
所
登
録
の
あ
る
市(

区)

役
所
、

　
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

　
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
た
電

子
申
請
で
も
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

必
要
な
も
の

 
・
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
書
類

　
（
年
金
手
帳
、
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
な
ど
）
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド

※
追
加
で
書
類
の
提
出
を
求
め
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
育
児
免
除
の
要
件
に
該
当
し
な
く

　
な
っ
た
と
き（
期
間
満
了
時
以
外
）

　
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金

保
険
料
は
免
除
さ
れ
ま
す

対
象
と
な
る
方

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
出

　
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降

の
方

※
出
産
と
は
、妊
娠
85
日
（
４
カ
月
）

以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
。（
死

産
、
流
産
、
早
産
の
場
合
を
含

み
ま
す
）

※
国
民
年
金
の
任
意
加
入
期
間
は
対

　
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

免
除
さ
れ
る
期
間

　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属

す
る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間

の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
多
胎
妊
娠
の

場
合
は
、
出
産
予
定
日
ま
た
は

出
産
日
が
属
す
る
月
の
３
カ
月

前
か
ら
６
カ
月
間
の
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
産
前
産
後
免
除
期
間
中
も
付
加

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

申
請
方
法

　
出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら
届

　
出
が
で
き
ま
す
。
出
産
後
の
届
出

は
い
つ
で
も
可
能
で
す
。

申
請
先

　
市
民
課 

国
保
年
金
係

※
住
所
登
録
の
あ
る
市（
区
）役
所
、

　
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

　
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
た

電
子
申
請
で
も
手
続
き
が
で
き

ま
す
。

必
要
な
も
の

▽
出
産
前
に
届
書
の
提
出
を
す
る

場
合

 

・
母
子
健
康
手
帳
な
ど

 

・
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
書
類　

　
（
年
金
手
帳
、
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
な
ど
）
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド

▽
出
産
後
に
届
書
の
提
出
を
す
る

場
合

 

・
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
書
類

（
年
金
手
帳
、
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
な
ど
）
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド　

※
被
保
険
者（
母
親
）
と
子
が
別
世

帯
の
場
合
は
、
出
生
証
明
書
な
ど

出
産
日
・
親
子
関
係
を
明
ら
か
に

す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制

度
の
ご
案
内

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公

的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他
の
所

得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
受

給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、

年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　
受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。
ご
案
内
や
事
務
手
続
き

は
、日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）

が
実
施
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

▽
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方

※
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

・
65
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

 

・
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非

　
課
税
で
あ
る
こ
と
。

 

・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額

の
合
計
が
約
91
万
円
以
下
で
あ

る
こ
と
。

▽
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

　
を
受
給
し
て
い
る
方

 
・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
８
０
万
円

　
以
下
で
あ
る
こ
と
。

請
求
手
続
き

①
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

　
を
受
け
取
れ
る
方
。

 

・
受
け
取
り
の
対
象
に
な
る
方
に

は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求

可
能
な
旨
の
お
知
ら
せ
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

 

・
同
封
の
は
が
き
（
年
金
生
活
者
支 

　
援
給
付
金
請
求
書
）
に
記
入
し
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
令
和
９
年

１
月
４
日
ま
で
に
請
求
手
続
き

が
完
了
す
る
と
、
令
和
８
年
10

月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
請
求
手
続
き
は
お
早
め
に
し
て
く

　
だ
さ
い
。

②
年
金
を
受
給
し
始
め
る
方

 

・
年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
請

　
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を

　
装
っ
た
不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご

　
注
意
く
だ
さ
い
。

※
日
本
年
金
機
構
、
厚
生
労
働
省
や

　
市
役
所
か
ら
、
電
話
で
お
客
様
の

　
家
族
構
成
や
金
融
機
関
の
口
座
番

　
号・暗
証
番
号
を
お
聞
き
し
た
り
、

　
手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
た
り

　
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０

－

05

－

４
０
９
２

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
の
場
合

　
☎
03

－

５
５
３
９

－

２
２
１
６
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墨名区（熊野神社） 串浜区（春日神社） 松部区（武内神社）

新官区（八坂神社） 沢倉区（八幡神社） 浜勝浦区（遠見岬神社）

川津区（川津神社）

仲本町屋台 上本町屋台

出水区山車 下本町屋台



浄化槽
保守点検

清　掃
法定検査

適切な維持管理が
必要です！

　浄化槽の適正な維持管理が行われていな
いため、放流水の水質悪化や悪臭が発生す
るケースが多く見られます。浄化槽の使用
者には、浄化槽を常に良好な状態に保つた
め、「定期的な保守点検」・「清掃」・「法定検査」
を行う義務があります。

  

保
守
点
検（
浄
化
槽
法
第
10
条
）

　
保
守
点
検
は
、
浄
化
槽
の
点
検
・

修
理
、
ス
カ
ム
（
汚
泥
が
自
ら
発
生

し
た
気
体
を
含
ん
で
軽
く
な
り
、
水

面
に
浮
上
し
た
も
の
）
や
汚
泥
の
状

況
確
認
、
消
毒
剤
の
補
充
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　
処
理
方
式
に
よ
り
、
毎
年
決
め
ら

れ
た
回
数
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
専
門
的
な
知
識
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
千
葉
県
の
登
録
を

受
け
た
保
守
点
検
業
者
に
委
託
し
て

く
だ
さ
い
。

  

清
掃（
法
第
10
条
）

　
浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
な
ど

を
抜
き
取
る
作
業
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
こ
れ
は
市
の
許
可
を
受
け
た
浄

化
槽
清
掃
業
者
が
行
い
ま
す
の
で
許

可
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

「
異
常
な
臭
気
が
感
じ
ら
れ
た
」

「
ブ
ロ
ワ
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ

た
」な
ど
、異
常
や
故
障
が
発

生
し
た
場
合
に
は
直
ち
に
保

守
点
検
業
者
に
連
絡
し
修
理

し
て
く
だ
さ
い
。

「合併処理浄化槽への設置替え」
費用の一部を補助しています

　市では、海や河川の水質汚濁を防止するため、自ら居住し、または
居住しようとする住宅の既設単独処理浄化槽または、くみ取り式便所
を「合併処理浄化槽」に設置替えする方に対し、予算の範囲内で設置
および撤去などの費用の一部を補助しています。
※補助基数に限度がありますので事前にお問い合わせください。
※工事着工前に申請が必要です。
※詳しくは、電話で事前にお問い合わせいただくか、
　市ホームページをご確認ください。

た
、
清
掃
回
数
は
年
１
回
以
上
が
原

則
で
す
が
、
浄
化
槽
の
方
式
・
使
用

頻
度
な
ど
に
よ
っ
て
汚
泥
な
ど
の
溜

ま
り
具
合
が
異
な
り
ま
す
。
清
掃
時

期
は
保
守
点
検
業
者
か
ら
の
助
言
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

  

法
定
検
査（
法
第
７
条
・
第
11
条
）

　
浄
化
槽
が
正
し
く
機
能
し
て
い
る

か
ど
う
か
、
使
用
開
始
後
お
よ
び

１
年
ご
と
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▽
７
条
検
査

　
浄
化
槽
使
用
者
は
、
使
用
開
始
後

３
カ
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
５
カ
月

の
間
に
、
県
の
指
定
し
た
検
査
機

関
の
水
質
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
検

査
は
、
水
質
な
ど
を
検
査
す
る
こ

と
に
よ
り
、
主
に
浄
化
槽
の
設
置

工
事
な
ど
が
適
正
に
行
わ
れ
た
か
否

か
を
判
断
す
る
も
の
で
す
。

▽
11
条
検
査

　
７
条
検
査
の
ほ
か
年
１
回
、
県
の

指
定
し
た
検
査
機
関
の
定
期
検
査

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
検
査
は
、
保
守
点
検
・
清
掃
が

適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
否
か
を

判
断
す
る
も
の
で
す
。

  

浄
化
槽
使
用
時
の
注
意
点

▽
ブ
ロ
ワ
（
送
風
機
）
の
電
源
を

切
ら
な
い

　
浄
化
槽
に
は
空
気
を
送
り
込
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ロ
ワ
の
電
源

は
切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
浄
化
槽
の
上
部
に
物
を
置
か
な
い

　
保
守
点
検
ま
た
は
清
掃
に
支
障
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
物
を
置
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
ト
イ
レ
掃
除
に
は
微
生
物
に
影
響

す
る
よ
う
な
洗
剤
は
使
用
し
な
い

　
ト
イ
レ
掃
除
に
除
菌
効
果
の
高
い

塩
素
系
洗
剤
な
ど
の
劇
薬
成
分
を

含
む
洗
剤
を
使
う
と
、
浄
化
槽
内

の
微
生
物
が
死
ん
で
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
便
器
の
汚
れ
は
、

な
る
べ
く
水
や
ぬ
る
ま
湯
で
落
と

し
、
洗
剤
を
使
用
す
る
場
合
は
浄

化
槽
に
対
応
し
て
い
る
タ
イ
プ
の

も
の
を
選
び
、
適
量
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
ト
イ
レ
に
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
以
外
の
異
物
を
流
さ
な
い

　
浄
化
槽
の
正
常
な
機
能
を
妨
げ
る

紙
お
む
つ
、
衛
生
用
品
、
た
ば
こ

の
吸
い
殻
な
ど
の
異
物
は
絶
対
に

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
台
所
か
ら
の
排
水
に
つ
い
て

　

野
菜
く
ず
や
天
ぷ
ら
油
な
ど
は

で
き
る
だ
け
流
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
フ
ラ
イ
パ
ン
や
鍋
、
食
器
に

残
っ
た
油
は
紙
な
ど
で
拭
き
取
っ

て
か
ら
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

申請・問合せ　生活環境課 生活環境係　☎７３－６６３９

単独処理浄化槽からの場合 くみ取り式便所からの場合
５人槽 ７３２，０００円 ６７２，０００円

６～７人槽 ８１４，０００円 ７５４，０００円
８～１０人槽 ９４８，０００円 ８８８，０００円

補助金額一覧

5 KATSUURA 2026.10.9



ひだまり
通信
Vol.42

こどもたちの「安心」をみんなで守ろう！
「こども性暴力防止法」が施行されます

　こどもたちには、安心して学び、遊び、成長できる環境が必要です。 そのため
には、こどもへの性暴力を「自分には関係のないこと」とせず、社会全体で防止
していくことが大切です。
　こどもたちを性暴力から守るための制度として、令和 8 年 12 月 25 日から

「こども性暴力防止法」が施行されます。

●この法律で何が変わるの？
「こども性暴力防止法」は、学校や保育所など、こどもと接する場において、
こどもへの性暴力を防ぐための取り組みを進める法律です。学校や保育所など
こどもと接する仕事に就く人について性犯罪歴を確認する仕組みのほか、研修
や相談体制の整備など、こどもの安全を守るための取り組みが進められます。

※法律の対象となる事業者や具体的な手続きなどについては、こども家庭庁の
ホームページをご確認ください。

＝私たちにできること＝
こどもへの性暴力を防ぐためには、
制度を整えるだけでなく、こどもを
取り巻く大人が関心を持ち、こども
の声を大切にすることも重要です。

◆家庭では、日頃からこども
の話に耳を傾ける。

◆地域では、こどもが安心し
て過ごせる環境をつくる。

◆そして、困ったときに「相
談していいよ」と伝える。

一人ひとりの小さな心がけが、こども
たちの安心につながります。

●こどもの安全を守るために、
　まずは「知る」ことから…

こども家庭庁のホームページでは、「こど
も性暴力防止法」について、法律ができ
た背景や制度の概要、保護者向けの資料
などが紹介されています。

こども家庭庁
ホームページ

問合せ　こども未来応援課　☎７３－６６１８
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詳細はこちら

問合せ　こども未来応援課　☎７３－６６１８

よ
う
に
な
り
ま
す
。
更
に
進
行
す
る
と
重

度
な
障
害
に
陥
り
、
回
復
は
難
し
く
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ア
イ
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
に
は

　
自
覚
症
状
が
出
始
め
る
前
に
、
高
血
糖
・

高
血
圧
、
喫
煙
・
紫
外
線
な
ど
を
避
け
る

こ
と
に
よ
り
、
ア
イ
フ
レ
イ
ル
に
至
る
リ

ス
ク
は
低
下
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
イ
フ
レ
イ
ル
を
早
期
に
発
見
で

き
れ
ば
、
適
切
な
予
防
・
治
療
が
可
能
と

な
り
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
で
、
症
状

の
緩
和
や
心
身
の
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
目
や
見
え
方
で

不
安
を
感
じ
た
ら
、
放
置
せ
ず
に
か
か
り

つ
け
の
眼
科
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
目
の
健
康
は
全
身
の
健
康
寿
命
を
左
右

し
ま
す
。
人
生
百
年
時
代
、
人
生
を
楽
し

み
、
快
適
な
日
常
生
活
を
過
ご
す
上
で
も

目
は
大
切
で
す
。
ず
っ
と
一
緒
に
頑
張
っ

て
き
た
目
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、「
ア

イ
フ
レ
イ
ル
」
を
意
識
す
る
と
共
に
、
定

期
的
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

か
つ
う
ら
医
療
　れ
ん
ら
く
帳

　
快
適
な
暮
ら
し
、
安
全
な
生
活
の
た
め

に
は
健
康
な
目
、
良
い
見
え
方
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
40
歳
を
過
ぎ
る
と
、

体
力
が
衰
え
る
の
と
同
じ
よ
う
に
目
も
だ

ん
だ
ん
と
衰
え
て
き
ま
す
。
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
読
書
の
機
会
が
減
っ
て
い
た

り
、
夜
間
の
車
の
運
転
を
避
け
た
り
…
。

歳
の
せ
い
だ
か
ら
仕
方
な
い
、
と
あ
き
ら

め
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
ア
イ
フ
レ
イ
ル
と
は

　「
加
齢
に
伴
っ
て
目
が
衰
え
て
き
た
う

え
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
外
的
ス
ト
レ
ス
が
加

わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
目
の
機
能
が
低
下
し

た
状
態
、
ま
た
、
そ
の
リ
ス
ク
が
高
い
状

態
」
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
多
く
の
人
が

感
じ
る
ち
ょ
っ
と
し
た
見
に
く
さ
や
疲
労

感
の
多
く
は
、
近
視
や
遠
視
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
が
、
な
か
に
は
重
大
な
病
気
の

初
期
症
状
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
目
の

病
気
の
多
く
が
、
進
行
し
な
い
と
自
覚
症

状
が
現
れ
に
く
く
、
最
初
は
無
症
状
で
あ

る
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
時
に
見
に
く

さ
や
不
快
感
と
し
て
自
覚
す
る
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
そ
の
状
態
を
放
置
し
て
い

る
と
、
視
機
能
の
低
下
を
常
に
自
覚
す
る

コ
ラ
ム
に
関
す
る
問
合
せ

市
民
課 

健
康
管
理
係 

☎
73

－

６
６
１
４

妊活をサポートする事業を新たにスタート！

対象となる要件
　①助成金の申請を行う日において、夫婦などの双方またはいずれか一方が市内に
　　住民登録のある方。
　※夫婦などの双方が不妊検査を受ける必要があります。
　②不妊検査を受ける女性が、開始日時点で４３歳未満である方。
　③不妊に関する治療または検査を保険診療として行っている保険医療機関（病院
　　または診療所）で検査を受けた方。
　④千葉県が提供する早期不妊検査費助成事業に関する動画（ポータルサイト「ちば妊活コンパス」）を視聴の上、事業内容を
　　確認したと認められる方。
対象となる検査
　・夫婦などが保険医療機関（病院または診療所）で共に受けた不妊検査で、検査開始日のどちらか早い方の日から起算して
　　１年以内の検査が対象です。なお、他の助成を受けていない不妊検査に係る経費であることが条件となります。
助成額
　・助成金の額は、対象となる不妊検査の費用のうち、自己負担額です。
　・上限額は１組の夫婦などにつき３万円まで、また、助成の回数は１組の夫婦などにつき１回限りです。

　市では、広く妊娠や不妊に関する正しい知識を得てもらい、必要な方が早期に
不妊検査を受診できるよう、「早期不妊検査費助成事業」を開始しました。
◎助成を受けられるのは、不妊検査を受けた法律上の婚姻関係にある男女や事実婚

関係にある男女のうち、次の全てに該当する方となります。

早 期 不 妊 検 査 費 助 成 事 業

勝
浦
眼
科
医
院

　
院
長　
川
俣　
達
男

10
9

目
の
不
安
を
放
っ
て
お
か
な
い
で
！

～
健
康
寿
命
を
の
ば
す
た
め
の
ア
イ
フ
レ
イ
ル
（
目
の
老
化
）
対
策
～

10
月
10
日
は
目
の
愛
護
デ
ー
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申し込み方法など
詳細はこちら

詳細はこちら

 歩いて学ぼう！
「勝浦城周辺の史跡」

　勝浦地区の史跡約１０カ所を
徒歩で巡りながら、古写真など
により図書館職員が現地で詳し
く解説します。普段、何気なく
見ている景色の中に、先人の生
活を感じてみませんか。

◎散策コース
　①市役所（出発） → ②覚翁寺（植村公墓所）→ ③お万様通り（勝浦城入口）→ ④植村記念公園（勝浦城）→
　⑤虫浦（海軍壕跡）→ ⑥八幡岬公園（お万様伝説・幕末砲台・猿ヶ城）→ ⑦勝浦灯台（英国製レンズ）→
　⑧平和観音（駆逐艦沖風慰霊碑）→ ⑨官軍塚（昼食：第九青函丸・ハーマン号沈没、日本初のレーダー）→
　⑩市役所（帰着）
※約６キロの行程です。
※荒天時は、コースの短縮や史跡紹介講座などに変更する場合があります。

■日時　　　１１月１７日（火）　９時から１２時
　　　　　　市役所玄関集合／受付は８時３０分から
■申込期限　１０月３０日（金）まで
　　　　　　申込書を図書館までお送りください。※ＦＡＸ・メール可
■定員　　　先着３０人
■参加費　　８００円（保険代、弁当代）を当日お支払いください。

問合せ　観光商工課 ☎７３－６６４１（平日）／ 勝浦市観光協会 ☎７３－２５００（平日・土日祝）

壮大な太平洋の大パノラマを一望できる

勝浦灯台特別公開
　１１月１日の灯台記念日にあわせ、勝浦灯台に登ることのできる年に一度
のイベント「勝浦灯台特別公開」を開催します。
　海上保安庁ブースやキッチンカーの出店、ワークショップ、勝浦カッピー
や勝浦灯台の擬人化キャラクターの等身大パネルも登場しますので、ぜひお
越しください。
※入場無料・雨天中止

場　所　勝浦灯台（川津１０９０番地）
日　時　１０月３１日（土）、１１月１日（日）　
　　　　９時３０分～１５時　※最終入場１４時４５分
駐車場　駐車場はありません。官軍塚または植村記念公園の駐車場から
　　　　徒歩でご来場ください。（約１０分）
その他　・灯台内部の見学には、整理券が必要です。（当日配布）
　　　　・各回の定員やタイムスケジュールは、市ホームページで確認して
　　　　　ください。
　　　　・灯台内部は狭く、急な鉄梯

は し ご
子があります。スカートやヒールの高い

　　　　　靴、滑りやすいサンダルなどでの来場はご遠慮ください。

申し込み・問合せ　市立図書館　☎７３－０３００　　FAX ７３－８２００
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令和８年度「文化祭」
令和８年度文化祭を開催します。期間中は、さまざまな展示会や発表会などが行われます。
この機会にぜひ皆さんも芸術に触れてみませんか。

スマホで申し込み

■迎春・生け花教室
　お正月といえば、しめ飾りを飾ったり、玄関や居間にお花を飾る方も多い
のではないでしょうか。ご自分で生けた花を飾って、新しい年を迎えませんか。
日　程　１２月２６日（土）
時　間　１３時３０分～１５時３０分
場　所　芸術文化交流センター（キュステ）２階 調理室
受講料　３，０００円
定　員　１２人
講　師　関野 汀華【勝浦市華道連盟】（勝浦市）

対　　象　市内在住・在勤・在学の方（小学４年生以下は保護者同伴）
受付開始　１０月１６日（金）８時４５分
受付終了　１１月３０日（月）１６時３０分
申込場所　生涯学習課窓口、電話（７３－６６６５）またはインターネット

※電話での申し込みは、混雑のため繋がりにくくなる場合があります。
※申込者が多数の場合、初参加の方を優先させていただく場合があります。
※教室によっては材料費、保険料などの実費を負担していただきます。
※各教室、参加者が３人以下の場合は開催を取りやめることがあります。
※申し込みは、ご本人の枠に限り受け付けます。

～新教室のご案内～

わ 　   く　 　   わ 　  く

ＷａｋüＷａｋü♪カルチャースクール

期　　日 時　　　間 場　　所 内容・申し込みなど　
俳句大会 １０月１５日（木） １３時 勝浦集会所 和室

作 品 展 １１月４日（水）
～８日（日） ９時～２１時 芸術文化交流センター

（キュステ） １・２階
短歌、俳句、書道、絵画、陶芸、ジオラマ、
手芸 ほか

華 道 展 １１月７日（土）
～８日（日）

９時～２１時
※８日は１７時まで

芸術文化交流センター 
（キュステ）１階

芸能発表会 １１月８日（日） 開場９時３０分
開演１０時

芸術文化交流センター 
（キュステ）ホール

舞踊、合唱、ダンス、太極拳、楽器演奏、唄、
よさこい、お囃子、朗読 ほか

【ゲスト】鴨川マンドリンクラブ

茶 道 会 １１月８日（日） １０時 芸術文化交流センター 
（キュステ）和室

将棋大会 １１月２１日（土） 受付９時３０分
対局開始１０時

芸術文化交流センター 
（キュステ）大会議室

申し込み：１１月１１日（水）まで
☎０９０－４６６４－８５２９（内田）　

健康麻雀大会 １１月２８日（土） 受付９時３０分
対局開始１０時

芸術文化交流センター 
（キュステ）大会議室

申し込み：１１月１０日（火）まで
☎０９０－５０４７－７１３０（木下）

囲碁大会 １２月６日（日） 対局開始１０時 芸術文化交流センター 
（キュステ）調理室 受付（当日） ９時１５分～４５分

問合せ　生涯学習課　☎７３－６６６５

皆さんのお越しを
お待ちしています

入場無料！
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（有料広告）

詳細はこちら

千葉県最低賃金改正のお知らせ
１０月１日から時間額

１，１９５円
　千葉県内の事業所で働くすべての労働者（パート、ア
ルバイトなどを含む）とその使用者に適用される「千葉
県最低賃金」（地域別最低賃金）が、時間額１，１９５円（従
来の１，１４０円から５５円引き上げ）に改正されました。
　使用者は、この額より低い賃金で労働者を使用するこ
とはできません。仮に、この額より低い賃金を定めてい
ても、法律により無効とされます。詳しくは、下記まで
お問い合わせください。

問合せ　千葉労働局労働基準部賃金室
　　　　☎０４３－２２１－２３２８
　　　　または最寄りの労働基準監督署まで

入園・入所児童募集！
勝浦こども園・上野保育所・総野保育所

　令和９年４月からの勝浦こども園、上野保育所および総野保育所の入所についてお知らせします。

■申込書配布　１０月１９日（月）から勝浦こども園・上野保育所・総野保育所・こども未来応援課で配布します。
■受付日時　　１１月１１日（水）・１２日（木）　９時から１６時
■受付場所　　入園入所第１希望の施設
　　　　　　　①勝浦こども園　☎７３－００１９
　　　　　　　②上野保育所　　☎７６－０２１３
　　　　　　　③総野保育所　　☎７７－０８４２
■持ち物　　　申請書、家庭状況調査書、就労証明書など
　※申請時には、お子さんと一緒にお越しください。
　※入所の可否は、令和９年 1 月下旬頃に郵送する予定です。
　※受付日時の提出が困難な場合は、入所希望施設に連絡してください。

問合せ　こども未来応援課　☎７３－６６１８

令和９年度

10KATSUURA 2026.10.9

インフォメーションガーデン



（有料広告）

日
時　
11
月
８
日
㈰　
８
時
集
合

　
　
　
予
備
日　
11
月
15
日
㈰

会
場　
旧
北
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
費　
１
チ
ー
ム
３
，
０
０
０
円

参
加
資
格　
Ａ
リ
ー
グ
、
Ｂ
リ
ー
グ

に
分
け
て
実
施
。

▽
Ａ
リ
ー
グ
／
市
内
在
住
・
在
勤
な

ど
の
高
校
生
以
上
の
方
（
大
学
・

高
校
に
在
学
し
て
い
る
方
で
野
球

部
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
在
籍
し
て

い
る
方
を
除
く
）

▽
Ｂ
リ
ー
グ
／
市
内
在
住
・
在
勤
な

ど
の
高
校
生
以
上
の
方
（
大
学
・

高
校
に
在
学
し
て
い
る
方
で
野
球

部
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
在
籍
あ

る
い
は
在
籍
し
て
い
た
方
を
除
く
）

投
球
に
お
い
て
ウ
イ
ン
ド
ミ
ル
投
法

を
禁
止
し
ま
す
。

申
込
締
切　
10
月
28
日
㈬

Ａ
・
Ｂ
ど
ち
ら
の
リ
ー
グ
に
参
加
す

る
か
も
併
せ
て
申
し
込
み
し
て
く

だ
さ
い
。

抽
選

　
10
月
31
日
㈯　
18
時
30
分
～

　
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー　
１
階

　
大
会
議
室

※
チ
ー
ム
数
な
ど
に
応
じ
、
対
戦
方

法
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
合
せ

　
生
涯
学
習
課

　
☎
73

－

６
６
６
５

相談日
まずは相談してみませんか？

悩みごと、わからないことなど、
お気軽に相談を

合同相談（予約制・行政相談・人権相談・心配ごとの相談など） 市民法律相談（予約制・先着順５人まで・１人につき３０分間）

１０月２３日㈮・１１月６日㈮　１３時３０分～１５時３０分 １０月２３日㈮・１１月４日㈬　１３時～１６時

予約・問合せ　勝浦市社会福祉協議会（７３－６１０１）
※予約は各相談日前日の正午まで 総務課 総務係（７３－６６４６）

消費生活相談　電話相談 ２４時間健康相談ダイヤル　電話相談

祝日を除く月～土曜日　９時～１６時３０分（土曜は１６時まで） 年中無休　２４時間対応

千葉県消費者センター（０４７－４３４－０９９９） 夷隅広域健康相談ダイヤル２４（０１２０－１４３－２５１）

女性のための総合相談　電話相談 男性のための総合相談　電話相談

祝日を除く火～日曜日　９時３０分～１６時 祝日を除く火・水曜日　１６時～２０時
　　　　　　　土曜日　１２時３０分～１６時３０分

千葉県男女共同参画センター（０４－７１４０－８６０５） 千葉県男女共同参画センター（０４３－３０８－３４２１）

精神障害者の自立・社会参加に関する相談　 ちばライフサポートセンター　くらし何でも相談　電話相談

祝日を除く月～金曜日　１０時～１６時 水曜日　１０時～１５時

いすみ地域活動支援センターレインボー（８２－２２２０） （一社）千葉県労働者福祉協議会（０１２０－５３－４１４１）

ちば南東部地域若者サポートステーション（予約制） 千葉県ひきこもり地域支援センター（ひきこもり相談）　電話相談

祝日を除く火～土曜日　９時３０分～１７時　
若者の就労・自立の支援

祝日を除く月～金曜日　９時３０分～１６時３０分
（第１金曜）１３時～１６時３０分

ちば南東部地域若者サポートステーション
（０４７５－２３－５５１５）

千葉県ひきこもり地域支援センター
（０４３－３０７－３８１２）

※市役所の閉庁日は、土曜日・日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）です。

市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
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（有料広告） （有料広告）

毎月
第２日曜日

１１月　８日
8：30 ～12：30

１２月１３日

・住民票、戸籍、印鑑証明、マイナンバーカード、パス
ポートの交付を受けることができます。

・交付の際、本人確認のできる運転免許証・マイナンバー
カードなどの提示が必要です。

問合せ　市民課 市民係　☎７３－６６１２

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ

　

10
月
15
日
㈭
か
ら
21
日
㈬
ま
で

は
、
違
反
建
築
防
止
週
間
で
す
。

　
建
築
基
準
法
は
、
私
た
ち
の
生
命

や
健
康
、
財
産
を
守
る
た
め
、
建
物

な
ど
の
安
全
性
の
確
保
に
関
す
る
、

敷
地
や
構
造
な
ど
に
つ
い
て
の
さ
ま

ざ
ま
な
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
建
物
を
建
て
る
場
合
は
、
建
築
基

準
法
な
ど
の
法
令
で
定
め
る
基
準
や

手
続
き
を
守
り
、
適
正
に
工
事
を
進

め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
工
事
が
完
了

し
た
と
き
は
、
そ
の
建
物
が
法
令
に

基
づ
き
安
全
な
も
の
で
あ
る
か
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
新
築
時
は
適
法
で
も
、
そ

の
後
の
改
修
や
用
途
（
使
い
方
）
の

変
更
に
よ
り
違
反
に
な
っ
て
し
ま
う

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
改
修
な
ど

の
際
に
は
、
事
前
に
建
築
士
な
ど
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　
都
市
建
設
課 

都
市
計
画
係

　
　
　
　
☎
73

－

６
６
２
７

全
国
統
一
防
火
標
語

『
火
の
確
認

　
い
い
日
を
支
え
る
　
い
い
習
慣
』

火
災
か
ら
尊
い
生
命
を
守
ろ
う
！

　

11
月
９
日
㈪
か
ら
15
日
㈰
ま
で

「
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
消
防
本
部
で
は
、
住

宅
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
を
作
成
し
、

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
ご
み
の
分
別
方
法
な
ど
を
ま
と
め

た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
掲
載
す
る
広
告

を
募
集
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
す
る

場
合
は
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

▽
広
告
に
つ
い
て

　
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
千
葉
支
店

　
☎
０
４
３

－

２
３
８

－

８
２
８
０

▽
内
容
に
つ
い
て

　
清
掃
セ
ン
タ
ー 

施
設
係

　
☎
73

－

２
３
７
０

違
反
建
築
防
止
週
間

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

 「
ご
み
分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」の

広
告
掲
載
を
募
集
し
ま
す

た
ば
こ
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

・
喫
煙
し
た
ま
ま
の
う
た
た
寝
に
注

意
す
る
。

・
吸
い
殻
を
灰
皿
に
た
め
な
い
。

・
吸
い
殻
は
水
で
完
全
に
消
し
て
か

ら
捨
て
る
。

・
火
種
を
落
と
さ
な
い
。

ス
ト
ー
ブ
の
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

・
周
囲
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か

な
い
。　

・
外
出
時
や
就
寝
時
は
必
ず
消
す
。

・
給
油
は
必
ず
消
し
て
か
ら
。　

・
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
洗
濯
物
を
乾

か
さ
な
い
。

電
気
コ
ー
ド
な
ど
に
よ
る
火
災
を
防

ぐ
ポ
イ
ン
ト

・
家
具
な
ど
の
下
敷
き
、
折
れ
曲
が

り
に
注
意
す
る
。　

・
コ
ー
ド
を
束
ね
た
ま
ま
使
用
し
な
い
。

・
延
長
コ
ー
ド
は
決
め
ら
れ
た
容
量

内
で
使
用
す
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
！

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
煙
や
熱

を
感
知
し
て
、
警
報
音
な
ど
で
火
災

の
発
生
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
機
器
で

す
。
設
置
す
る
こ
と
で
火
災
を
早
期

に
発
見
し
、速
や
か
な
通
報
や
消
火
、

避
難
が
可
能
と
な
り
、被
害
を
防
止・

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
尊
い
生
命
や
家
族
の
思
い
出
を
火

災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

地
震
の
と
き
は「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」

で
火
災
予
防
！

　
ご
存
じ
で
す
か
？
地
震
に
よ
る
火

災
の
過
半
数
は
電
気
火
災
と
い
う
事

実
。
揺
れ
で
倒
れ
た
家
電
や
傷
ん
だ

配
線
に
電
気
が
流
れ
る
と
、
火
災
の

原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
時
に
役
立
つ
の
が
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
。強
い
揺
れ
を
感
じ
る
と
、

自
動
で
電
気
を
止
め
て
火
災
を
防
い

で
く
れ
ま
す
。

主
な
タ
イ
プ
は

・
分
電
盤
タ
イ
プ
／
家
全
体
の
電
気

を
止
め
ら
れ
て
安
心
。

・
コ
ン
セ
ン
ト
タ
イ
プ
／
必
要
な
場

所
だ
け
に
設
置
可
能
。

・
簡
易
タ
イ
プ
／
コ
ン
セ
ン
ト
に
差

し
込
む
だ
け
で
手
軽
で
安
価
。

☆「
避
難
す
る
と
き
は
ブ
レ
ー
カ
ー

を
落
と
す
」
こ
と
も
忘
れ
ず
に
！

　

ご
家
庭
の
防
災
対
策
に
、感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
消
防
本
部 

予
防
課 

☎
80

－

０
１
３
２

問合せ　税務課 収納係　☎７３−６６２２

納税・納付　納期 １１月２日（月）

忘れずに！
■市県民税・森林環境税　３期
■国民健康保険税　４期
■介護保険料　３期
■後期高齢者医療保険料　４期滞納

滞納は絶対見逃さない！
１０月～１２月は「県下一斉滞納整理強化月間」です
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（有料広告）

詳
細
は
こ
ち
ら

詳
細
は
こ
ち
ら

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
白
血
病
な
ど
の
病
と
闘
う
中
で「
生

き
た
い
」
と
い
う
強
い
意
志
を
込
め
た

絵
画
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
併
せ
て
骨
髄
移
植
に
よ

り
回
復
さ
れ
た
患
者
さ
ん
や
、
ド
ナ
ー

（
骨
髄
提
供
者
）
の
体
験
談
、
関
連

資
料
な
ど
を
通
し
て
、
い
の
ち
の
大
切

さ
を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
幸
い
で
す
。

日
時　
11
月
４
日
㈬
12
時
～
27
日
㈮

15
時
ま
で
（
開
庁
時
間
内
）

場
所　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

問
合
せ　
千
葉
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連

　
絡
会
事
務
局

　
☎
０
４
３

－

４
９
７

－

５
０
８
３

　

今
年
は
「
本
物
を
見
て
聴
い
て
、

体
験
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
巨
大
パ

ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
の
駆
動
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
や
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
職
員
の
講
演

な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
を
ご
用
意
し
て
、
皆
さ
ま

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
10
月
24
日
㈯

　
　
　
10
時
～
16
時

会
場　
国
立
研
究
開
発
法
人
宇
宙
航

空
研
究
開
発
機
構 

勝
浦
宇
宙
通

信
所
（
芳
賀
花
立
山
１

－

14
）

入
場
料　
無
料

主
な
イ
ベ
ン
ト　

巨
大
パ
ラ
ボ
ラ

ア
ン
テ
ナ
駆
動
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
職
員
ミ
ニ
講

日
時　
11
月
28
日
㈯　
12
時
～
16
時

　
　
（
開
場
11
時
45
分
）

　
　
※
入
場
無
料　
予
約
不
要

場
所　
夷
隅
文
化
会
館
（
い
す
み
市

深
谷
１
９
６
８

－

１
）

概
要

①
ロ
コ
モ
度
チ
ェ
ッ
ク

　
（
先
着
１
０
０
人
）

②
講
演
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
は
」

　
（
講
師
／
南
洲
会
勝
浦
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長　
有
馬
三
郎 

氏
）

③
講
演
「
人
工
関
節
だ
か
ら
安
心
し

て
歩
け
る
」

　
（
講
師
／
南
洲
会
膝
・
股
関
節
セ

ン
タ
ー
長　
渡
邉
仁
司 

氏
）

④
特
別
講
演
・
実
技
指
導
「
安
心
・

安
全
・
楽
し
い
歩
き
方
の
実
際
」

日
時　
11
月
14
日
㈯ 

13
時
～
15
時

　
　
※
入
場
無
料

場
所　
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　
学
園
利
用
者
・
地
域
の
活
動

団
体
に
よ
る
出
し
物
、抽
選
会
な
ど
。

問
合
せ

　
（
福
）い
ち
ょ
う
の
里 

み
ず
ほ
学
園

　
☎
76

－

４
３
２
１

日
時　
11
月
18
日
㈬
・
19
日
㈭

　
　
　
９
時
30
分
～
11
時
25
分

　
　
※
い
ず
れ
か
１
日
の
参
加

場
所　
千
葉
県
立
夷
隅
特
別
支
援
学
校

　
　
　
（
い
す
み
市
楽
町
30

－

１
）

対
象　
令
和
９
年
度
以
降
に
本
校
へ

転
入
学
を
考
え
て
い
る
方
、
福
祉

や
教
育
関
係
の
方
な
ど
。

内
容

　
授
業
の
様
子
や
施
設
設
備
の
見
学
。

日
時　
11
月
14
日
㈯

　
　
　
10
時
～
15
時

場
所　
外
房
学
園
茂
原
校
舎
（
茂
原

市
本
小
轡
３
１
９

－

１
）

入
場
料　
無
料

展
示　
切
り
絵
、
盆
栽
、
立
体
折
り

紙
な
ど
。

販
売　
野
菜
、花
苗
、焼
き
芋
な
ど
。

体
験　
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
、
陶
芸
体
験

な
ど
。

芸
能　
民
謡
、
オ
カ
リ
ナ
、
落
語
、

南
京
玉
す
だ
れ
、銭
太
鼓
、フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ
な
ど
。

問
合
せ

　
千
葉
県
生
涯
大
学
校 

外
房
学
園

　
☎
０
４
７
５

－

25

－

８
２
２
８

　

９
月
執
行
の
入
札
は
５
件
で
す
。

次
号
よ
り
入
札
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
み
の
公
表
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　
財
政
課 

契
約
検
査
係

　
　
　
　
☎
73

－

６
６
４
９

 「
い
の
ち
の
輝
き
展
」

開
催
の
お
知
ら
せ

み
ず
ほ
交
流
会
in
キ
ュ
ス
テ

開
催
の
お
知
ら
せ

夷
隅
特
別
支
援
学
校

後
期
学
校
公
開
の
ご
案
内

生
涯
大
学
校 

外
房
学
園
祭

入
札
結
果
の
公
表

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
勝
浦
宇
宙
通
信
所

施
設
一
般
公
開
の
お
知
ら
せ

全
国
市
民
公
開
講
座

 「
み
ん
な
が
安
心
し
て
歩
い
て
動
け
る

明
る
い
社
会
を
目
指
し
て
！
」

演
、
缶
バ
ッ
チ
作
り
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ

グ
ッ
ズ
販
売
な
ど
。

ア
ク
セ
ス　
Ｊ
Ｒ
勝
浦
駅
前
か
ら
無

料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
。

※
通
信
所
内
の
駐
車
場
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
が
、
台
数
に
限
り
が

あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
ま
で
急
な

坂
道
で
の
徒
歩
移
動
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
勝
浦
宇
宙
通
信
所

　
　
　
　
☎
77

－

１
６
０
１

　
（
講
師
／
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
歩
日
本
代
表　
鈴
木
雄
介 

氏
）

※
ロ
コ
モ
と
は
、
骨
や
関
節
な
ど
運

動
器
の
障
害
に
よ
っ
て
身
体
能
力

が
低
下
し
た
状
態
で
す
。

問
合
せ　
南
洲
会
勝
浦
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
リ
ハ
ビ
リ
受
付

　
☎
73

－
３
３
７
１

申
込
期
限　
10
月
30
日
㈮

※
事
前
に
電
話
な
ど
で
希
望
日
の
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

　
千
葉
県
立
夷
隅
特
別
支
援
学
校

　
☎
86

－

４
１
１
１
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Katsuura Topics

当番医の紹介 －夜間・日曜・祝日など－
夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部

☎８０－０１１９

ハローワークの求人情報はこちらから
市ホームページにハローワーク
の求人情報を掲載しています。

問合せ　観光商工課 商工係
　　　　☎７３－６６８７

求 人
情 報

利用時間
　６時３０分～２３時（土日含む）
　※市役所は８時３０分～１７時１５分

問合せ　市民課 市民係　☎７３－６６１２

マイナンバーカードで便利に！

コンビニ・市役所のコピー機で
住民票などカンタン受け取り

１
日
㈫　
辞
令
交
付
式

２
日
㈬　
就
任
の
挨
拶
ま
わ
り

３
日
㈭　
就
任
の
挨
拶
ま
わ
り

５
日
㈯　
立
教
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
発
表
会

７
日
㈪　
就
任
の
挨
拶
ま
わ
り

８
日
㈫　
就
任
の
挨
拶
ま
わ
り

11
日
㈮　
敬
老
事
業
訪
問

14
日
㈪　
課
長
会
議

16
日
㈬　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
委
嘱
状

伝
達
式
、
定
例
記
者
会
見

17
日
㈭　
市
議
会
定
例
会
（
開
会
）

18
日
㈮　
秋
の
交
通
安
全
出
動
式

19
日
㈯　
勝
浦
大
漁
ま
つ
り
合
同
祈
願

祭
式
典

24
日
㈭　
市
議
会
定
例
会
（
一
般
質
問
）

25
日
㈮　
市
議
会
定
例
会
（
一
般
質
問
）

28
日
㈪　
市
議
会
定
例
会
（
議
案
質
疑
）

29
日
㈫　
市
議
会
定
例
会
（
総
務
文
教

常
任
委
員
会
）

30
日
㈬　
市
議
会
定
例
会
（
産
業
厚
生

常
任
委
員
会
）

９
月
市
長
の
主
な
動
き

インフォメーションガーデン

　８月１日、地域活性化起業人制度による副業人材として、
Ｓｉｒａｎｔｏ合同会社の森田智

さ ら
羅さんに地域活性化起業

人を委嘱しました。
　この制度は、企業などに勤務する専門的なノウハウや知
見を持つ人材が、副業の形で地域の価値や魅力向上などに
つながる業務に従事することで、地域活性化を目指すもの
です。森田さんは自身の経験を活かし、情報セキュリティ
対策の推進と市のＤＸ（デジタル技術による業務改革）推
進に向けた支援などに取り組んでいきます。

　秋の交通安全運動（９月２１日～３０日）が始まる
のを前に１８日、勝浦警察署主催による出動式が開催
されました。
　会場となったキュステ駐車場には、警察官や各種交
通関係団体の職員ら数十人が集結。日没が早くなるこ
の時期は事故が増加傾向にあるとして「それいいね　
夜道にきらり　反射材」をスローガンに掲げ、白バイ
を先頭に警察車両などが各所へパトロールに出動して
いきました。

情報セキュリティ対策・ＤＸ推進に向けて
地域活性化起業人を委嘱

秋の交通安全運動出動式
「それいいね 夜道にきらり

 反射材」
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豊
穣
の
秋
を
迎
え
、
４
月
に
勝
浦
中
の

生
徒
た
ち
が
泥
に
ま
み
れ
な
が
ら
植
え
た

小
さ
な
苗
は
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
黄
金
色

の
稲
穂
に
成
長
し
、
時
折
吹
く
風
に
揺
れ

て
サ
ラ
サ
ラ
と
音
を
立
て
て
い
ま
し
た
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
９
月
２
日
、
勝
浦
中
学
校
の
２
年
生
が

稲
の
収
穫
を
行
い
ま
し
た
。

　
翌
日
の
雨
予
報
に
急せ

か
さ
れ
る
よ
う
に
、

一
日
前
倒
し
で
行
わ
れ
た
稲
刈
り
。
薄
曇

り
の
空
の
下
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
蒸
し

暑
さ
が
残
る
中
で
、
生
徒
た
ち
は
額
に
汗

を
滲に
じ

ま
せ
な
が
ら
鎌
を
振
る
い
ま
し
た
。

　
し
ゃ
が
み
っ
ぱ
な
し
で
の
作
業
は
、
た

い
へ
ん
な
労
力
を
伴
い
ま
す
。
刈
っ
た
後

も
、
小
田
掛
け
と
い
う
力
仕
事
が
待
っ
て

い
ま
す
。
生
徒
た
ち
の
役
割
は
そ
こ
ま
で

で
す
が
、
実
際
に
ご
飯
と
し
て
食
せ
る
よ

う
に
な
る
ま
で
に
は
、
更
に
い
く
つ
も
の

工
程
を
踏
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
を
担
っ
て
く
れ
る
の
も
ま
た
、
今

回
協
力
し
て
く
れ
た
大
森
区
の
コ
メ
生
産

者
の
皆
さ
ん
で
す
。「
み
ん
な
一
生
懸
命

や
っ
て
く
れ
た
か
ら
、
き
っ
と
美
味
し
い

コ
メ
に
な
る
よ
。
作
業
が
終
わ
っ
た
後
も
、

落
ち
て
い
る
稲
を
一
本
一
本
拾
い
集
め
て

く
れ
た
ね
。“
米
一
粒
は
血
の
一
滴
”
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
米
一
粒
一
粒
が

み
ん
な
の
血
と
な
っ
て
く
れ
る
と
い
う
意

味
で
す
。
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
」
そ

う
言
葉
を
贈
ら
れ
る
と
、
生
徒
た
ち
は
秋

陽
に
火ほ

照て

っ
た
顔
で
頷う
な
ずい
て
い
ま
し
た
。

豊穣の秋  黄金の原に  光る汗──
遙か昔から、先人たちが命を紡いできた手作業の踏襲。
この経験の後、生徒たちの「いただきます」は、
より一層の感謝を宿した重みある言葉へと──

歌舞伎俳優  市川門之助さん 特別授業歌舞伎が
ぼくらの
学校に
やってきた！

　勝浦ふるさと大使を務める歌舞伎俳優 市川門之助さんが９月１６日、
上野小学校で４年生から６年生を対象とした歌舞伎の特別授業を行いま
した。
　体育館に集まった児童たちの前に、着物姿で颯

さっそう
爽と現れた門之助さん。

門之助さんが演技して見せる「荒事」「見得」といった歌舞伎のイロハに、
児童たちは興味津々の様子。
　その後“いざ、幕開き！”とばかりに、女形や見得の実演に挑戦した
児童たち。初めて経験する所作に、お互いが悪戦苦闘する様子を見て笑
い合うなど、体育館には児童たちの快活な声が響いていました。
　こうした時間を経て、児童たちはますます歌舞伎に興味が湧いたのか「女
形は普段から女性を意識する？」「舞台化粧は自分でする？」など、多くの
質問が飛び交い、門之助さんはその一つ一つに丁寧に答えていました。



市
短
歌
会

断
捨
離
を
す
べ
く
納
戸
の
箱
整
理

　
明
け
た
ら
最
後
荷
物
が
ふ
え
る

大
槻
晏
子

黄
金
の
稲
刈
り
し
て
い
る
青
空
に

　
火
災
発
生
報
道
あ
り
て

藤
江
あ
け
み

嵐
く
る
兆
し
の
あ
り
て
鳶
一
羽

　
気
流
に
の
つ
て
我
も
楽
し
き

遠
藤
久
子

あ
れ
な
に
と
指
差
し
訊
き
ぬ
友
の
声

　
木こ
ぬ
れ末
の
赤
き
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
の
実

岩
崎
千
恵

夜
に
開
き
真
白
き
レ
ー
ス
の
ご
と
き
花

　
見
惚
れ
る
吾
を
い
ず
こ
に
誘
ふ
や黒

沼
令
子

え
つ
オ
ペ
ラ
棚
経
に
来
し
副
住
職

　
声
の
良
き
こ
と
た
づ
ね
し
応
え

渡
辺
洋
子

久
び
さ
に
手
押
し
車
を
押
し
ゆ
け
ば

　
人
影
も
な
く
空
し
く
帰
る

小
沢
き
み
枝

豪
水
害
又
免ま
ぬ
か
れ
て
海
青
き

　
こ
の
地
に
暮
す
幸
さ
い
わ
いを

詠
む

海
老
根
し
げ

短
歌
（
一
般
）

雨
あ
が
り
背
戸
の
日
か
げ
に
生
え
し
杉

　
枝
も
た
し
か
に
草
に
あ
ら
じ
と

梅
園
妙
子

恙
く
収
穫
終
え
し
新
米
を

　
神
仏
に
供
え
し
感
謝
を
込
め
て

田
仲
久
子

洗
濯
物
干
さ
れ
し
ま
ま
の
廃
屋
の

　
庭
に
今
年
も
酔
芙
蓉
咲
く

小
林
秀
子

月
光
を
乗
せ
て
は
こ
ぼ
し
竹
落
葉

　
庭
の
隅
に
も
彩
添
え
し

西
川
八
重
子

歌
の
会
閉お会
わ
り
に
向
け
て
時と

き間
刻
む

　
川

し名先
生
の
御お

し
え

指
導
に
感
謝
を
こ
め
て
歌
い
た
い

刈
込
勝
子

木
屑
の
オ
レ
ン
ジ
の
花
匂
い
た
つ

　
甘
き
香
り
に
思
い
を
寄
せ
る

伊
達
ひ
ろ
み

草
む
ら
に
ピ
ン
ク
の
花
と
つ
ぼ
み
と
が

　
ス
マ
ホ
で
写
し
て
友
に
見
せ
行
く太

田
幸
子

吾
が
老
い
に
新
し
き
道
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
今
朝
ほ
が
ら
か
に
迎
え
の
バ
ス
待
つ

蕗
の
と
う

※
お
願
い　
誤
植
を
避
け
る
た
め
、
投
稿
に
際
し
て
は
、「
楷
書
」
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
11
月
13
日
号
は
10
月
23
日
ま
で
に
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
俳
句
会

山
よ
り
の
風
に
ふ
ん
わ
り
赤
と
ん
ぼ水

上
ひ
さ
し

猛
暑
日
の
特
等
席
は
テ
レ
ビ
前

中
村
行
子

旅
楽
し
今
は
ひ
と
り
の
新
走
り

池
田
も
と
子

無
農
薬
ひ
と
夏
の
慈
味
皆
旨
し

斉
藤
は
る
か

過
去
と
未
来
つ
な
ぐ
黙
祷
原
爆
忌

酒
井
良
司

雑
草
の
仲
間
と
な
り
ぬ
蓼
の
花

関
野
汀
華

新
涼
や
風
吹
き
ぬ
け
り
串
浜
橋

　
　
田
邉
観
潮

俳
句
（
一
般
）

台
風
の
余
波
を
真
白
き
舶つ
む

進
む

江
澤
茂
子

飛
び
立
ち
て
思
い
は
胸
に
秋
の
蝶

岡
村
朋
子

秋
風
や
夫
抱
き
起
こ
す
と
き
刹せ

つ
な那

野
上
草
風

髪
を
切
る
新
涼
の
風
に
会
い
た
く
て

江
澤
光
惠

沙し
ゃ
み彌

僧そ
う

の
声
の
若
さ
や
秋
彼
岸

仲
谷
敏
夫

秋
の
日
に
間ま

び引
き
菜な

啜す
す

る
朝あ
さ
げ餉

か
な

藤
枝
悦
子

高
台
の
白
き
校
舎
や
鳥
渡
る

菊
地
一
彦

市民のうごき〔８月末現在〕
（ 　）内は前月比
■人口
　○男
　○女

１４，６１２
７，３２０
７，２９２

人（４２減）
人（１８減）
人（２４減）

　　転　　入：
　　転　　出：
　　出　　生：
　　死　　亡：
　　職権消除：
　　国外移住：
　　そ  の  他：

２３
３６

０
２５

０
４
０

人
人
人
人
人
人
人

■７，９４８世帯 ( ２２減 )

交通事故件数〔８月〕
勝浦警察署　☎７３−０１１０

交通事故　９１件
○人身事故…　　５件
　　死者数：　　０人
　　傷者数：　　６人
○物損事故…　８６件

消防署の出動〔８月〕
勝浦消防署　☎８０－０１３４

（　 ）内は消防団の出動
■火災：　　　１件（１）
■救急：　１０２件

ご み 処理状況〔７月〕　（   ）内は前年同月比

　■ 当 月 分 処 理 量： 
当年度累計     

（内訳）○可燃ごみ：
○資源ごみ： 

517.45t（10.18% 増）
2,187.321t
444.7t（11.91% 増）
72.75t（1.58% 減）

刑法犯認知件数
千葉県警察のホームページで
公表しています。
二次元コードよりご確認ください。
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コレ読んで！コレ読んで！図書館図書館
からの

コレ読んで！コレ読んで！

コレも読んで！

中村　庸夫／著
二見書房
　七つの海を旅する著者が、
生き物たちの貴重な瞬間を
撮影した、解説付きの写真集
です。テーマごとに紹介され
ているので、気になる箇所

から読み進めることができます。厳しい自然環境のなか
で、助け合って生きる姿に感銘を受ける一冊です。

○海と暮らす　　　　　　○クラゲの不思議
○海からのメッセージ　　〇うみがめのふるさと
○海に帰れないイルカ　　○日本の美しい水族館
○うまれてくるよ海のなか
○みえた ! せかいのうみのふしぎ
○東京周辺！お茶目な海のいきもの

『美しい海の生き物
きずな図鑑』

　１００歳を迎えられた、中村八重子さん、渡邉アキ代さん、江澤和子さん、鈴木きくさん、荒井春枝さん、
吉野のふさん、石渡のぶ子さん、江澤節代さん、石井敏三さん、君塚やすさんへ総理大臣からお祝い状と
銀杯が、勝浦市からは記念品が贈られました。（順不同、９月１５日現在）

渡邉アキ代さん渡邉アキ代さん

荒井春枝さん荒井春枝さん

鈴木きくさん鈴木きくさん

石渡のぶ子さん石渡のぶ子さん

おめでとうございます 百歳！万歳！
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